
公益社団法人秦野市シルバー人材センター平成２４年度事業報告 

 

１ 概況 

まず、事業実績全体の状況ですが、合計 257,145,069 円で前年度比 9.8％のプラスとなり

ました。公共契約では、運動公園管理業務や一般廃棄物受付業務などの増加により、公共

契約が前年度比 11.1％のプラスとなりました。民間契約では、戸川公園のバーベキュー場

の管理やトイレ清掃の新規契約などで 14.3％のプラスとなりました。また、エコたわし、

ヘアーカット及びハチの巣駆除事業などが好調だったことにより、独自事業が 9.6％のプラ

スとなりました。 

次に会員の状況ですが、年度末の会員数は６９１名であり、入会者１２７名、退会者１

０１名で、前年度より２６名の増加となりました。年度当初の目標会員数７００名には届

きませんでしたが、会員数が増加したことはセンターに対する期待の表れであると感じて

います。また、就業率は前年度より２．２ポイント下がって、８５．２％となりました。

特に女性会員の就業率が下がっています。当センターでは、就業の公平化を目指すための

制度改革として、民間企業で就業する会員に対しても、平成２５年９月末から交代制を適

用することとしました。今後も、男女問わず就業できる場所を開拓し、合わせてワークシェ

アリングを進めることにより、就業機会を増やしていく努力が必要です。 

総務部会は、新入会員研修会や接遇研修会などを実施すると共に、会員が段階的にレベ

ルアップを図るための指針となるよう、研修制度の体系化に取り組みました。就業開拓部

会は「洋服のリフォーム」を事業化すると共に、就業開拓サポーターと連動を図り市内の

事業所８３か所の訪問活動を実施しました。普及啓発部会は商工まつりや市民の日などに

参加し、チラシ配布などセンター事業のＰＲに積極的に取り組みました。さらに、安全就

業管理委員会では、作業中の無事故を目指し、夏場の就業場所の点検活動と、普通救命講

習会、ドライブシュミレーターによる安全運転適性検査などの実施や安全標語の募集によ

る安全意識向上の啓蒙活動を実施しました。 

ひまわりの会では役員会を積極的に開催し、女性会員の交流を深めるため、地区懇談会

を初めとする自主的な活動を活発に開催した結果、女性会員の増加につながりました。ま

た、ゴールドクラブでは「観光ボランティア」として、新たにおかめ桜周辺の清掃を実施

したほか、商工まつりなどのイベントにも積極的に協力しました。 

平成２２年度から取り組んでまいりました「請負単価移行プロジェクト」が、３２回の

会議を重ね、ようやくまとまりした。従来からの時間単価を基準とした積算方法を改め、

面積等を基準とした積算方法に移行しました。このことにより、能力差や体力差に左右さ

れずに、誰が見積っても同じ金額になるため、就業会員にとってもお客様にとっても納得

のいく制度になりました。今後も、会員自身の技術力向上を図り、この制度が充実・発展

していくように取り組んでまいります。もう一つの課題でありました「チップの処理」が

懸案の「チップ化事業検討プロジェクト」は、３回の検討会議を開催しました。作業所を



常時解放し、市民にチップの無料配布をＰＲした結果、チップの減量化が進み、当面の間

事業が継続できることを確認しました。 

地域の活動については、各地区で「地区懇談会」を開催し、運営上の意見交換・会員同

士の交流を行いました。しかし、出席率が低いため、出席者の増加に繋がる対策が今後の

課題です。また、「地区活動の日」も積極的に開催され、公民館や観光地の清掃など地域の

特色を生かした活動により、社会に貢献することができました。さらに、今年度は「班会

議開催月間」を定め、全ての班での開催をめざしました。これからも、地域班活動は自宅

に近く、参加しやすい会場で開催しますので、会員皆さんの積極的なご参加をお願いいた

します。 

今年度の収支決算については、公共施設の契約内容の変更による増額と、中・長期基本

計画に基づく職員人件費等の削減効果を合わせて、プラス決算となりました。しかし、こ

れは恒久的なものではなく、常に長期的視野に立って、健全な財政運営に努めます。 

以上、「公益社団法人」としての１年目は、大きな責任を意識しながら活動してまいりま

した。課題も多く残りましたが、これからも「自主・自立、共働・共助」の理念に基づき、

一人でも多くの会員の生きがいが実現できるようなセンター運営に努めてまいります。 

 



２ 会員の状況 

(1) 年度末の会員状況 単位：人 

 H24.3.31 入会者数 退会者数 増 減 H25.3.31 

男 ４８９ ８７ ７９ ８ ４９７ 

女 １７６ ４０ ２２ １８ １９４ 

計 ６６５ １２７ １０１ ２６ ６９１ 

 

(2) 会員の年齢階層別構成 （H25.3.31 現在） 

単位：人・（ ）は前年度末 

男女別 
男 女 計 

年齢階層 

60 歳未満 (  0)          ０ (  0)          ０ (  0)          ０ 

60 歳～64 歳 ( 46)        ５３ ( 23)        ２３ ( 69)        ７６ 

65 歳～69 歳 (165)      １５２ ( 67)        ７１ (232)      ２２３ 

70 歳～74 歳 (193)      １９５ ( 54)        ６５ (247)      ２６０ 

75 歳～79 歳 ( 66)        ７７ ( 26)        ３１ ( 92)     １０８ 

80 歳以上 ( 19)        ２０ (  6)          ４ ( 25)        ２４ 

合             計 (489)      ４９７ (176)      １９４ (665)      ６９１ 

 

 平成２２年度末 平成２３年度末 平成２４年度末 

会員の平均年齢 ７０．４歳 ７０．７歳 ７０．９歳 

最高年齢         男 ８６歳 ８７歳 ８８歳 

                 女 ８５歳 ８６歳 ８７歳 

最低年齢         男 ６０歳 ６１歳 ６０歳 

                 女 ６１歳 ６０歳 ６１歳 

 

(3) 地区別会員数 （H25.3.31 現在） 

単位：人・（ ）は前年度末 

会員数 
男 女 計 

地区別 

本町地区 ( 59)         ５８ ( 28)         ２７ ( 87)         ８５ 

南 地 区 ( 62)         ６６ ( 38)         ３９ (100)       １０５ 

東 地 区 ( 50)         ５４ ( 22)         ２５ ( 72)         ７９ 

北 地 区 ( 34)         ３８ ( 14)         １７ ( 48)         ５５ 

大根地区 (141)       １３６ ( 31)         ３６ (172)       １７２ 

西 地 区 (143)       １４５ ( 43)         ５０ (186)       １９５ 

合     計 (489)       ４９７ (176)       １９４ (665)       ６９１ 



(4) 年間就業率 (H24.4.1～H25.3.31)・（ ）は前年度末 

総合（ ８７．４％） ８５．２％ 

男（ ８３．６％） ８３．１％ （４０９） ４１３人（就業人員） 

（４８９） ４９７人（会 員 数） 

女（ ９７．７％） ９０．７％ （１７２） １７６人（就業人員） 

（１７６） １９４人（会 員 数） 

 

３ 平成２４年度月別事業実施状況調 

(H24.4.1～H25.3.31) 

月別 
４ ５ ６ ７ ８ ９ 

区分 

受託件数（件） 231 384 508 587 502 434 

従事延実会員数（人） 710 1,284 1,593 1,949 1,595 1,390 

延従事日数（日） 3,826 4,836 4,925 5,464 5,224 4,915 

月別 
１０ １１ １２ １ ２ ３ 合計 

区分 

受託件数（件） 562 554 433 176 182 219 4,772 

従事延実会員数（人） 1,811 1,682 1,237 581 590 684 15,106 

延従事日数（日） 5,544 5,186 4,249 3,473 3,421 3,913 54,976 

（注）「受託件数」とは「受注件数」のうち、作業月に会員がセンターから仕事を請けた件

数である。つまり１年間継続する契約を１件受注した場合、会員はセンターから毎

月（年１２回）受託したとするもの。 

 

４ 平成２４年度発注者別事業実施状況調 

(H24.4.1～H25.3.31) 

（ ）は前年度末 

実績 受注件数 就業延人員 契約金額 比率 

受注区分 （件） （人日） （円） （％） 

公共委託事業 (   41)    40 (30,328) 28,354 (128,455,684) 142,737,365 55.5 

民間企業 

委託事業 (  303)   303 (13,405) 14,588 ( 51,126,484)  58,435,273 22.7 

一般家庭 

委託事業 (2,178) 2,222 ( 7,796)  7,715 ( 41,499,669)  41,663,939 16.2 

独自事業 (  844)   956 ( 3,824)  4,319 ( 13,059,296)  14,308,492 5.6 

合   計 (3,366) 3,521 (55,353) 54,976 (234,141,133) 257,145,069 100.0 



５ 平成２４年度職群別事業実施状況調 

(H24.4.1～H25.3.31) 

（ ）は前年度末 

実績 受注件数 就業延人員 契約金額 比率 

職群別 （件） （人日） （円） （％） 

技術群 (   30)    21 (   291)   151 (  1,309,036)     883,686 0.3 

技能群 (1,333) 1,415 ( 4,451) 4,795 ( 33,209,383)  34,123,851 13.3 

事務整理群 (   12)    12 ( 1,144) 1,325 (  6,188,560)   7,793,293 3.0 

管理監視群 (   23)    21 (15,733)16,741 ( 81,095,926)  86,080,820 33.5 

一般作業群 (1,745) 1,802 (30,119)28,090 (101,312,275) 116,112,794 45.2 

サービス群 (  217)   246 ( 3,015) 3,687 (  8,817,462)  10,367,095 4.0 

折衝外交群 (    5)     4 (   584)   187 (  2,174,251)   1,783,530 0.7 

その他 (    1)     0 (    16)     0 (     34,240)           0 0 

合   計 (3,366) 3,521 (55,353)54,976 (234,141,133) 257,145,069 100.0 

※一般作業群とは従来の軽作業群である。 

※職群の名称は全シ協の例による。 

 

 

 

６ 過去３年間における契約金額の推移 

単位：円 

 
公共 民間 一般 独自 合計 

契約金額

公共比 

H２２度 116,827,307 60,751,257 35,791,961 12,644,466 226,014,991 51.7% 

H２３度 128,455,684 51,126,484 41,499,669 13,059,296 234,141,133 54.9% 

H２４度 142,737,365 58,435,273 41,663,939 14,308,492 257,145,069 55.5% 

 

※契約金額には配分金、事務費、材料費が含まれる。 

 

 

７ 事故発生状況 

 傷害事故 賠償事故 合計 

H２２度 ５件 ９件 １４件 

H２３度 ７件 １２件 １９件 

H２４度 ７件 １２件 １９件 

 



８  主要事業実施状況報告 

(H24.4.1～H25.3.31) 

(1) 総会関係 

第４４回定時総会を開催し、平成 23 年度事業報告・収支決算、及び役員の選任を行っ

たが、原案通り承認可決された。 

 

第４４回定時総会 

日 時 平成 24 年 5 月 30 日開催 

内 容 平成 23 年度事業報告･収支決算･役員の選任について 

参加者 会員・役員 507 名出席（うち委任状 370 名） 

 

(2) 理事会関係 

５回の理事会を開催し、正会員の入会承認について、規程等の改正等を行った。 

 

ア 第１回理事会 

日 時 平成 24 年 5 月 16 日開催 

内 容 専決処分の同意・正会員の入会承認を運営会議に委任すること・H23 度事業報

告･H23 度収支決算･役員の選任・役員の選任・定時総会の開催について 

 

イ 第２回理事会 

日 時 平成 24 年 5 月 30 日開催 

内 容 理事長及び副理事長の選任について 

 

ウ 第３回理事会 

日 時 平成 24 年 9 月 28 日開催 

内 容 正会員の入会承認・補正予算の承認・委員会委員等に関する報酬等支給要綱・

民間継続契約等就業交代要領・規程等の一部改正規程について 

 

エ 第４回理事会 

日 時 平成 24 年 12 月 17 日開催 

内 容 正会員の入会承認・平成 25 年度事業計画の骨子について 

 

オ 第５回理事会 

日 時 平成 25 年 3 月 5日開催 

内 容 正会員の入会承認・配分金見積基準の改正・H25 度事業計画及び収支予算・H25

度資金調達及び設備投資の見込みについて 

 

(3) 監査関係 

平成 23 年度事業報告及び収支決算監査については、平成 24 年 5 月 10 日にセンター会

議室において、監事 2 名により行い、結果は良好であった。 

 

(4) 運営会議 

毎月１回、正会員の入会承認のほか、施設管理就業交代、専門部会の運営、運営上の

諸問題等についての協議を行った。 

 

(5) 専門部会・委員会関係 

ア 総務部会 

総務部会は毎月１回開催し、各種研修内容などの協議を行った。また、きずなの掲



載内容について、編集委員と協議を行った。 

接遇研修会については、グループ討議形式のものを２回開催し、合計 60名の参加を

得た。さらに新入会員研修会を 12回、新任正会員理事研修会を 1回、新任地域班班長

研修会を１回開催し、事業概要の説明を行った。 

 

イ 就業開拓部会 

就業開拓部会は毎月１回開催し、新規独自事業の検討を行った。企業訪問について

は、従来どおり就業開拓サポーターはクリーニング店５８ヶ所、介護施設２５か所合

計８３か所を訪問し、また、今年度は部会員 4 名で市内の企業３７社を訪問し、新規

就業場所の開拓を行った。 

 

ウ 普及啓発部会 

普及啓発部会は毎月１回開催し、商工まつり、市民の日、保健福祉センターフェス

ティバル等でのＰＲ方法についての協議を行い、各イベントに参加した。また、公民

館まつりの際にチラシ配布を行うなど、地域に密着したＰＲ活動に努めた。 

 

エ 安全就業管理委員会 

毎月１回健康なんでも相談を実施し、延べ１２７人（男１０６人・女２１人）の受

診があった。委員会は全 5 回開催し、巡回調査の結果や安全対策についての協議を行っ

た。就業場所 26 ヶ所を巡回調査し、必要に応じて注意等を行い、安全就業の徹底に努

めた。交通安全教育については、まずドライブシュミレーターによる安全運転適性検

査を保健福祉センターにて実施し、また秦野警察署の協力により、秦野自動車教習所

にて二輪車安全運転講習会を行い、安全運転意識の向上に努めた。さらに普通救命講

習会を開催し、公共施設就業会員が自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の操作方法を学ん

だ。 

 

オ 顕彰審査委員会 

平成 24 年 5 月 7 日に開催し、被表彰者の検討を行った。 

 

(6) ひまわりの会 

役員会は全７回開催し、会の活動が充実する企画などを検討した。女性会員の交流を

深めながら各種イベントで手作り品の展示、独自事業として立ち上げられた「エコたわ

し」の注文販売への協力など、積極的な活動を展開した。 

 

(7) ゴールドクラブ 

商工まつりや市民の日におけるシルバーＰＲの日の準備や「観光ボランティア」とし

て、おかめ桜周辺清掃や弁財天上の震生湖看板周辺に水仙の球根植付けを行い、市観光

地整備への協力を行った。 

 

(8) 技能講習会 

年間計画に基づき、各種技能講習会を実施した。 

ア 草刈機の使い方講習会（ＳＰ事業） 

日 時 平成 24 年 7 月 18 日・9 月 26 日開催 

内 容 草刈機の安全操作について 

参加者 会員･市民 延５４名 

 

イ 網戸の張替講習会（ＳＰ事業） 

日 時 平成 24 年 7 月 25 日開催 



内 容 網戸の張替に関する知識及び技能について 

参加者 会員･市民 8 名参加 

 

ウ 植木のせん定講習会（ＳＰ事業） 

日 時 平成 24 年 10 月 11 日・12日 

内 容 植木の手入れに関する講義と実技について 

参加者 会員･市民延 45名参加 

 

エ 襖張り講習会（ＳＰ事業） 

日 時 平成 24 年 9 月 19 日開催 

内 容 襖張りに関する講義と実技について 

参加者 会員･市民 7 名参加 

 

オ パソコン講習会 

日 時 平成 24 年 10 月 30 日開催 

内 容 年賀状作成の基本操作について 

参加者 会員･市民延 8名参加 

 

カ 技術研修会 

日 時 草取グループ 平成 24 年 8 月 15 日・平成 25年 3月 27 日開催 

 植木グループ 平成 25年 3月 7 日開催「時季と適正な管理」 

内 容 グループ就業会員の技術向上のため自主的に実施 

参加者 就業会員または就業希望会員対象 

 

 

(9) グループ活動等 

グループ設置職種では、自主的にグループ代表会議を 6回、グループリーダー研修会

を 2 回開催し、グループ間の共通課題の協議及び連絡・調整に努めた。それ以外の定期

作業場所の会員においても、懇談を行い就業に関する問題などを協議した。 

 

 (10) 地域班活動 

地域に根ざした活動を展開するため、地域班班長会議、各地区懇談会、各地区班長会

議･班会議及び地区活動の日を実施した。 

ア 新任地域班班長研修会 

日 時 平成 24 年 5 月 21 日開催 

内 容 センター事業概要及び地域班の活動について 

参加者 16 名参加 

 

イ 地域班班長会議 

日 時 平成 24 年 7 月 20 日開催 

内 容 地域班の活動について 

参加者 地区担当理事･地域班班長 39 名参加 

 

ウ 各地区班長会議･班会議 

日 時 平成 24 年 8 月 8日～平成 25 年 3 月 29 日開催 

内 容 情報交換･地区懇談会について他 

参加者 延 312 名参加 



エ 地区懇談会及び地区活動の日 

 

 

地 

 

区 

地区懇談会 地区活動の日 

日時 

参加 

者数 

会  場 日時 

参加 

者数 

内  容 

本

町 

10/25 31 曽屋ふれあい会館 10/25 31 

曽屋ふれあい会館の清

掃 

南 9/28 41 保健福祉センター 10/27 22 

南地区各地～震生湖ま

での清掃 

東 10/18 26 東公民館 12/8 22 東公民館の清掃 

北 10/5 16 北公民館 10/15 10 北公民館の清掃 

大

根 

10/26 63 大根公民館 

10/15 25 

自宅～権現山展望台ま

での清掃 

2/11 31 大根公民館の清掃 

西 10/29 63 堀川公民館 11/20 24 運動公園の清掃 

 合計 240  合計 165  


